
特にありません。　
依頼されて、必要としている人がいて、あまり負担なく自分が提供できるからです

検査の合格範囲が狭すぎて、非常に苦労しました。
わたくしは持久系の運動をするもので、日常的にトレーニングなどを行っており、心拍や血
液検査などでは、いわゆる普通の状態の数値からは逸脱することが多いです。　そういった
事情を考慮せずに一律の数値基準を適用するのでは、わたくしでもできます。　高度な判
断をするための調整医師や担当医師が判断する必要性を感じませんので、数値の妥当性
も含めて合格範囲については疑問を感じました。　ドナー保護については理解しますが、医
師が判定するのであれば、骨髄バンク基準の数値は不要と考えます



テキパキとスケジュールを決めてもらって非常に感謝しています。　それなのに体
調管理があまり十分でなく、また頻繁に電話の電池を切らして連絡がつかない状
態になって申し訳なく思っています

今回は二回目の骨髄提供でありまして、前回と比較すると非常に軽く、今回は
採取当日の夕方でさえ一回目の退院日よりもしんどくなかったので、採取当日
に退院してもよかったくらいでした。　
また、わたくしは持久系の運動をしており、普通の日の一日の摂取エネルギー
は約 4,500 キロカロリーほどですが、病院では 2,000 キロカロリーまでというこ
とで、食事が足りなくて買い物に行く必要があって、少々うれしくなったです

麻酔が原因と思われる不快な体験は全くありませんでした



０

０

０

← 見えないので不明

→ 聞いていないので不明



今回は二回目の骨髄提供でありまして、全体的な流れをすでに知ってい
るので、比較して考えることができましたので、そういう点ではわたくしに
とって利益の大きい体験であったと思います。

厚生労働大臣から感謝状が到着しました。　もらっておきながら文句をつ
けるのは申し訳ありませんが、感謝状の作成・捺印・発送などの実費およ
び人件費などの経費を考えるとこの感謝状を贈るというしくみについては
賛同できません。　このようなことをするなら、もっと別なことにお金を使っ
てほしいと思います。　たとえば、コーディネータの待遇をよくするとか、院
内コーディネータを擁する病院に対して少しでも助成するとか、関わる人
に使うなどが考えられます。　あるいは患者の負担を減らすとか、そういう
方向を希望します。
この辺の思いついたことなどを無責任に書き散らした文章は下の URL 
にも記述しておりますので、参考になれば幸いです。
http://www.psychoscape.net/sig/2014/20140410.html

柴田晃
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